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　その年度における税収に占める徴税費の割合を示すもので、日
本では100円の税金を徴収するためにかかる費用をいう。徴税費
に含まれるものは、職員の給与等の人件費や調査等の旅費、通信
専用料等の物件費など。国税庁が公表した平成29年度の徴税コス
トは1.24円となっており、ここ数年来減少傾向にあります。

徴税コスト

6月の税務と労務6月 （水無月）JUNE
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国　税／ 5月分源泉所得税の納付 
 6月10日

国　税／ 所得税の予定納税額の通知 
 6月17日

国　税／ 4月決算法人の確定申告（法
人税・消費税等） 7月1日

国　税／ 10月決算法人の中間申告 
 7月1日

国　税／ 7月、10月、1月決算法人の消
費税等の中間申告（年3回の
場合） 7月1日

地方税／ 個人の道府県民税及び市町
村民税の納付（第1期分） 
 市町村の条例で定める日

労　務／ 健康保険・厚生年金保険被
保険者賞与支払届 
 支払後5日以内

労　務／ 児童手当現況届（市町村役
場に提出） 7月1日

ラベンダー



６月号─2

　

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
Ａ
氏
は

「
シ
ス
テ
ム
開
発
業
界
以
外
の
大
半
の

中
小
企
業
経
営
者
の
方
は
、
契
約
書

に
つ
い
て
、き
ち
ん
と
し
た
読
み
方
、

意
義
等
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
？
」
と
疑
問
を
呈
し
ま

す
。

　

確
か
に
大
手
企
業
か
ら
の
工
事
請

負
の
際
、
担
当
者
か
ら
簡
単
な
説
明

と
と
も
に
契
約
書
を
渡
さ
れ
る
と
、

す
ぐ
に
サ
イ
ン
を
し
た
り
判
を
押
し

て
い
ま
す
。

　

問
屋
か
ら
の
販
売
店
契
約
書
を
渡

さ
れ
た
と
き
の
小
売
店
の
対
応
等
他

の
業
種
の
中
小
企
業
で
も
、
ザ
ー
っ

と
目
を
通
し
て
判
を
押
し
て
い
る
方

を
散
見
し
ま
す
。

　

実
は
、
取
引
相
手
が
「
契
約
書
」

を
交
し
ま
し
ょ
う
と
持
ち
掛
け
て
い

る
こ
と
は
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

一
　
契
約
書
の
存
在
意
義

　

契
約
書
（
契
約
書
を
作
成
す
る
）

の
意
義
は
、
第
一
は
、
契
約
当
事
者

間
の
権
利
、
義
務
の
発
生
、
変
更
、

消
滅
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
契
約
当
事
者
の
法
律

関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
合
意
内
容
が
明
確
に
な

っ
て
い
れ
ば
、
取
引
の
過
程
で
疑
義

が
生
じ
る
可
能
性
が
低
く
な
り
紛
争

の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
当

事
者
間
で
紛
争
が
生
じ
た
際
に
も
、

契
約
書
に
明
記
さ
れ
た
合
意
内
容
に

従
っ
て
、
早
期
に
紛
争
解
決
を
図
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

第
二
は
、
契
約
当
事
者
間
の
紛
争

が
訴
訟
に
発
展
し
た
場
合
に
お
い
て

紛
争
当
事
者
の
署
名
（
記
名
・
押
印
）

の
あ
る
契
約
書
は
、
訴
訟
に
お
け
る

最
上
の
証
拠
と
な
る
点
で
す
。

二
　
契
約
書
作
成
時
の
留
意
点

　

契
約
書
を
作
成
す
る
目
的
は
、
当

事
者
間
で
法
律
が
関
与
し
な
い
各
種

の
取
引
ル
ー
ル
に
つ
い
て
（
＝
任
意

規
定
に
つ
い
て
の
特
約
）、
そ
れ
ぞ

れ
が
頭
に
思
い
描
い
て
い
る
契
約
の

内
容
を
具
体
化
す
る
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、双
方
の
齟
齬
を
解
消
し
、

締
結
後
の
解
決
上
の
ぶ
れ
を
最
小
限

に
す
る
こ
と
で
、
想
定
さ
れ
る
リ
ス

ク
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

英
米
の
契
約
実
務
家
は
、
契
約
書

の
こ
と
を
「
離
婚
の
と
き
の
た
め
の

文
書
」
と
か
、「
裁
判
の
日
の
た
め

の
シ
ナ
リ
オ
」
な
ど
と
呼
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
信
頼

関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
契
約

交
渉
の
段
階
で
、
信
頼
関
係
が
破
綻

し
た
と
き
の
状
況
を
想
定
し
な
が
ら

作
成
す
る
の
が
契
約
書
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
の
で
す
。

　

従
っ
て
、
契
約
書
作
成
に
は
事
業

業
務
の
仕
組
み
や
流
れ
を
知
っ
て
い

る
者
で
な
け
れ
ば
、
リ
ス
ク
を
あ
ぶ

り
出
し
た
り
、
当
事
者
が
考
え
て
い

る
内
容
が
一
致
し
て
い
る
か
否
か
を

判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
寺
村
総
合
法
務
事
務

所
の
寺
村
淳
氏
は
、「
非
」
法
律
的

な
も
の
を
対
象
と
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
自
社
の
仕
組
み
や
流
れ
に
関
す

る
知
識
、
経
験
を
増
や
し
、
契
約
書

の
作
成
チ
ェ
ッ
ク
に
関
す
る
訓
練
を

積
む
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
、

と
話
し
ま
す
。

三
　
契
約
締
結
上
の
問
題

　

契
約
成
立
に
向
け
て
の
問
題
に
つ

い
て
、
事
例
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
例
１　
「
仮
注
文
書
」
交
付
請
負

契
約
と
信
義
則

　

最
終
的
な
意
見
の
合
致
が
あ
る
前

の
問
題
で
す
（
資
料
１
を
参
照
下
さ

い
）。

①　

Ｋ
公
社
は
四
月
二
十
六
日
、
Ｙ

社
に
発
注
し
ま
し
た
。

②　

Ｙ
社
の
担
当
者
は
、Ｘ
社
に「
ま

だ
、
当
社
は
内
示
の
段
階
だ
が
…
」

と
話
し
、
五
月
二
日
に
次
の
内
容

の
仮
注
文
書
を
交
付
。

　

・「
下
記
機
器
○
台
を
注
文
す
る
」

担
当
者
署
名
済
み

　

・「
価
格
及
び
付
帯
事
項
は
別
途

協
議
す
る
」

③　

Ｘ
社
の
担
当
者
は
、
Ｋ
公
社
の

納
期
を
念
頭
に
Ｚ
社
へ
五
月
二
日
、

発
注
を
完
了
。

④　

し
か
し
、Ｙ
社
は
社
内
会
議
後
、

Ｙ
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
Ｓ
社
に
正

式
発
注
し
た
。

　

そ
の
後
、
裁
判
と
な
り
、
横
浜
地

裁
は
、
前
記
の
結
果
を
踏
ま
え
、
Ｙ

社
に
「
誠
実
に
契
約
の
成
立
に
努
め

る
べ
き
信
義
則
上
の
義
務
が
あ
る
」

と
し
、
損
害
賠
償
を
命
じ
ま
し
た
。

１　

Ｘ
と
Ｙ
間
に
製
造
物
供
給
請
負

契
約
が
成
立
し
て
い
る
と
は
い
え

な
い

２　

Ｘ
社
が
製
造
物
供
給
請
負
契
約

契
約
書
の
実
務



3─６月号

の
成
立
が
確
実
で
あ
る
と
信
ず
る

の
も
や
む
を
得
な
い

　

製
造
業
者
ば
か
り
で
な
く
、
建
設

業
、
販
売
業
な
ど
で
も
ト
ラ
ブ
ル
は

良
く
見
か
け
ま
す
。

事
例
２　

リ
ス
ク
の
発
見
と
検
討
の

ポ
イ
ン
ト

　

検
査
・
検
収
に
つ
い
て
の
条
項
を

和
文
契
約
（
国
内
取
引
）
と
英
文
契

約
（
和
訳
）
を
対
比
し
て
、
リ
ス
ク

の
発
見
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
（
資
料
２
を
参
照
下

さ
い
）。

　

英
文
契
約
は
長
文
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
当
事
者
間
相
互
の
共
通
の
理

解
を
得
る
た
め
で
あ
る
、
と
考
え
て

良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

和
文
契
約
の
問
題
点
を
整
理
し
ま

す
と
、

　

①
で
は
、
検
査
の
方
法
、
検
査
合

格
の
基
準
な
ど
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。

　

実
際
に
は
、
最
初
の
納
期
前
に
担

当
者
間
で
定
め
た
り
す
る
が
、
い
ざ

瑕
疵
が
み
つ
か
っ
た
場
合
、
既
に
発

生
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
た
め
、
そ

の
処
理
に
苦
労
す
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
検
査
の
結
果
、

合
格
の
場
合
の
処
置
は
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
問
題
が
な
か
っ
た

場
合
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
重
要
で
は

な
い
。

　

記
載
す
べ
き
は
む
し
ろ
検
査
不
合

格
時
の
措
置
、
及
び
検
査
を
行
わ
な

か
っ
た
場
合
の
措
置
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
英
文
契
約
の
記
載
例
が

望
ま
し
い
、
と
い
え
ま
す
。

※
１　

資
料
２
は
寺
村
総
合
法
務
事

務
所　

寺
村
淳
氏
作
成

※
２　

当
稿
は「
実
務
契
約
法
講
義
」

佐
藤
孝
幸
著
を
参
考
に
し
て
い

ま
す
。

【資料２】

≪和文契約例≫

第Ｘ条（検査・検収）

①　甲は、乙が納入した本製品について検査を行
い、納入された日から30日以内に検査結果を
乙に通知する。

②　前項に定める検査の合格をもって本製品の検
収完了とする。

≪英文契約例≫

第Ｙ条

①　Ｘは、Ｙが納入した本製品を受け取った後、
遅滞なく本契約に添付された別添Ａに定められ
た方法による検査を行うものとし、瑕疵（かし）
が発見された場合には、本製品の受領後５営業
日以内にＹに対して当該瑕疵について、書面に
より通知するものとする。

②　Ｘが、前項に定める期間内に、Ｙに対して当
該瑕疵について書面にて通知しなかった場合、
Ｘは、Ｙから納入された本製品の受領を承認し、
その後におけるＹに対する当該瑕疵に関するす
べての請求権を放棄したと見做される。但し、
前１項に定められた検査によって発見できない
隠れた瑕疵（以下「隠れた瑕疵」という。）につい
ては、この限りではない。

③　本製品に「隠れた瑕疵」がある場合、Ｙは、Ｘ
に対し、本契約の保証の条項に従った責任を負
うものとする。Ｘが当該保証責任を追及するた
めには、瑕疵のある本製品を受領した時点から
６ヶ月以内に、かつ当該瑕疵を発見してから直
ちに、当該瑕疵を具体的に指摘した書面による
通知を、Ｙに対して送付しなければならない。

【資料１】

①４/26

②〈５/２仮注文書〉

③〈５/２発注完了〉

④〈
正
式
発
注
〉

Ｙ：元請、カメラ発注元

Ｘ：カメラ製造供給元

Ｚ：製造下請業者 Ｓ：Ｙのグループ会社

Ｋ：公社、発注元
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　好かれる人は、よく聞き上手であると言
われます。
　「話し三分に聞き七分」という言葉は、
相手にいかに話す時間を与えるか、その努
力目標を表わす言葉です。
　では、聞き上手になるためにはどうすれ
ば良いのでしょうか。
１　相手の話を聞くとき、相手と胸が平行
になるようにする……胸が相手に向かっ
ていると、瞳が眼の真ん中に位置し安心
感を与えます。

２　うなずきながら聞く……しっかり聞い
てますよ、というシグナルが伝わるから
です。

３　相手の話に同意・共感を示したり、驚
きを示すときに声を出す……「ほう、そ
うでしたか、初めて聞きます」、「そうで
したか、大変でしたね」と言われると、
相手は、自分の話はそんなに興味を示す

ものなのか、と嬉しくなります。
４　表情を表わす……考えさせられるとき
は大きくうなずき、珍しい話には、驚き
の表情を表わす。このような表情には話
し手は、さらに話そうと強い気持ちが湧
きます。
５　質問をする……相手の言った言葉で、
オウム返しに聞く。「先週３日間、久し
振りに故郷の山形に戻ってね」、「以前、
故郷は山形と伺っていましたが、久し振
りに行ってきたのですね、どうでした」
等。自分の言った言葉が返ってくると話
がし易くなり、さらに話を進めていきた
くなります。

　老人ホームで介護を担っているＡさんは、
入居者の間で人気者です。
　Ａさんは、お年寄りの方が話を始めると、
首を縦に振って聞き役に徹します。
　そして、相手が“私はこう思う”“こう感
じる”と意思や感情を表わすとき、“はぁー ”
“フーン”と言葉を発します。

人の話を聞く

　直感開発コンサルタントＡ氏は、「お金
は神聖なものである、特に日本円はパワー
を持っている」と話します。
　お金は貨幣、紙幣と言いますが、その「幣」
という字は「ぬさ」と読み、神様の儀式で
おはらいに使う紙が垂れているものを幣
（ぬさ）と言います。
　さらに、「おさつ」を漢字で書くと「お札」。
別の読み方では「おふだ」、要は紙幣がお
札になっている。
　貨幣の方はと言うと、貨幣が神様にお供
えするものになる。従って、貨幣に描かれ
ているものには、イナホとかがあったり、
１円玉の若木なども儀式に使うための木で
あって、全部これらは神様の道具です。
　では、戻って紙幣の１万円札の裏側は鳳
凰（神の使い）、５千円札は杜若（かきつば
た）、千円札は富士山です。
　日本人の個人資産は、半分以上、預貯金
で持っているのも一理ある気がします。

日本円の秘密　

深
層
心
理
学
者
の
ユ
ン
グ
は
生
前
、

人
間
の
幸
福
に
は
、
五
つ
の
条
件
が

あ
る
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、第
一
「
健
康
」、第
二
「
自

分
で
ほ
ど
よ
い
と
思
う
程
度
の
お

金
」、
第
三
「
美
し
い
こ
と
を
知
る

能
力
」、
第
四
「
人
間
関
係
」、
第
五

「
朝
起
き
た
と
き
、
や
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
仕
事
が
あ
る
こ
と
」
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
健
康
、
お
金
、
趣
味

等
は
、
充
分
私
た
ち
も
考
え
て
い
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
人
生
を
全
う

す
る
た
め
に
は
、
後
半
の
二
つ
が
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
ん
な
に
年
を
と
っ
て
も
、
人
間

関
係
が
な
け
れ
ば
幸
せ
に
は
程
遠
い
。

ま
た
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
仕
事
で
も

い
い
、
何
も
す
る
こ
と
が
無
い
と
き

に
、孤
独
を
感
じ
る
と
思
う
の
で
す
。

　

住
職
Ａ
は
、〝
は
つ
ら
つ
と
生
き

る
老
人
は
、
何
ら
か
の
仕
事
を
し
て

い
る
。
仕
事
は
、
何
も
収
入
を
得
る

こ
と
で
は
な
い
、
無
料
奉
仕
の
仕
事

で
良
い
〟
と
話
し
ま
す
。

幸
福
の
条
件


